
ひのっこひのっこ だよりだより
町内の幼稚園や保育所・こども園、
小・中学校での子ども達の様子や
特色ある取り組みを紹介します。

週に1回　縦割り活動
　今年度は毎週金曜日を「縦割り活動の日」に設定し、
6年生を中心に異学年で活動しています。中休みに設定
したことで、どの学年も「だ
るまさんが転んだ」「バナナ
おに」などの「縦割り活動」
を楽しみにしています。6
年生が工夫しながら取り組
むことでリーダーとしての
力を発揮しています。

地域学習～地域の方とともに～
　『西大路小学校』のすばらしさを発見す
るために、今年度は地域に出かけたり、地
域の方に来ていただいたりしながら学習を
進めています。3年生は北山茶について学
習をしました。茶摘み体験は貴重な経験と
なりました。5年生は「日野川エコスクール」事業の一環
で日野川に行き、水質や生き物、周りの環境について調
査を行いました。また、6年生は古地図を見せていただき、
西大路の今と昔について学習をしました。

◆問い合わせ先　教育委員会事務局　学校教育課　☎0748-52-6564

西大路小学校
　西大路小学校は、明治6年創立、今年で148年になる伝統ある学校です。児童数83名と少人数ですが、保護者や地
域の方々の温かい支援の中で、自分も仲間も、一人ひとりを大切に「みんなの笑顔がいっぱいあふれる学校」づくりを
進めています。

【教育目標】学びいっぱい（知） やさしさいっぱい（徳） 元気いっぱい（体）
～みんなの笑顔がいっぱいあふれる学校～

【教育目標】知 ・ 徳 ・ 体 バランスのとれた、たくましい児童の育成
～力いっぱい  やさしさいっぱい  めあてしっかり  コツコツと～

必佐小学校
　全校児童 304 名、毎日、必佐見守り隊の皆さんの温かなあいさつに迎えられ、元気いっぱ
いに学習しています。本校では、「わかった」「できた」を実感できる授業づくり、優しさあふ
れる心の教育の充実、健康・体力の向上と根気強く取り組む児童の育成をめざし、日々の教育
活動に取り組んでいます。

　令和元年度から「わかった」「でき
た」を実感し学ぶ喜びが広がる授業
づくりをテーマに、子ども達の学ぶ力
向上の取組を進めています。今年度
は、新たに一人一台導入されるタブ
レットを活用しながら学びを深めてい
くことに力を入れていきます。

　児童会縦割り活動を通して、異学年
の子ども同士が関わり、思いやりの気
持ちを育てています。福祉教育や特別
支援教育では、アイマスクなどの体験
や専門の先生の話から実践的に学べ
るように工夫しています。

児童会縦割り活動　異学年交流で育てる

　体力テストで自分の体力を知ると
ともに保健領域と運動領域を関連付
けた運動教室を実施し、運動意欲や
健康への意欲向上を図っています。
仲良し広場には一輪車や竹馬などで
いつでも遊べるように環境整備を
行っています。

健やかな体づくり
　運動をよくする子としない子の二極化が進んでいると
いわれています。本校では、中休みに週3日程度「10分
間運動」に取り組んでいます。今年度も「コロナ禍」の中、
工夫を凝らして日々体力づくりに励んで
います。運動会に向けて、リレー大会に
も取り組みました。
　「跳・走・投」のそれぞれの力がバラン
スよく身に付くようにこれからも一人ひ
とりが「めあて」を決めてがんばります。

地域の方を先生に迎えて
　地域の方から協力をいただき、稲作体験
や、毛筆指導など、西大路の自然や文化、
歴史を生かした貴重な体験活動の機会に恵
まれています。地域の方との触れ合いその
ものから得るものも大きいです。
今年度は、4年生のゴミについ
ての学習や、5年生のお手玉作
りにも地域の方に来ていただき
学習を深めました。

しっかりと自分の考えをもち
学び合おう

やさしい心で自分や友だちを
大事にしよう

健康・体力向上をめざし
粘り強く取り組もう

算数科の授業　他者と協働して課題を解決
健康運動指導士による運動教室
保健と運動を関連付けて指導
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